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洪
範
五
行
伝
と
時
令

平

澤

歩

序

夫
れ
五
行
は
、
蓋
し
造
化
の
根
源
に
し
て
、
人
倫
の
資
始
な
り
。

（
一
）

隋
の
蕭
吉
（
生
没
年
不
詳
。
南
朝
梁
に
生
ま
れ
、
隋
代
に
没
す
）
の
手
に
成
る

『
五
行
大
義
』
は
、
そ
の
冒
頭
で
五
行
を
万
象
に
通
ず
る
根
源
原
理
と
説
く
。

そ
し
て
、
本
論
に
於
い
て
は
、
五
行
・
干
支
の
名
に
始
ま
り
、
音
・
色
・
味
・

臓
器
・
徳
目
・
天
文
・
神
祇
・
禽
獣
等
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
、

五
行
へ
の
配
当
や
、
相
生
・
相
克
・
衝
破
等
に
基
づ
く
相
互
関
係
を
論
じ
る
。

し
か
し
、
五
行
は
、
初
め
か
ら
こ
の
よ
う
な
包
括
的
・
体
系
的
な
思
想
と
し

て
成
立
・
発
展
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
最
初
期
に
於
い
て
は
、
五
徳
終

始
・
洪
範
五
行
・
時
令
説
・
医
家
説
・
天
文
占
術
等
の
様
々
な
分
野
で
、
五
行

を
用
い
た
説
が
別
個
に
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
同
じ

も
の
で
も
、
分
野
に
よ
っ
て
五
行
へ
の
配
当
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。様

々
な
分
野
で
ば
ら
ば
ら
に
展
開
さ
れ
た
五
行
説
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

諸
説
の
統
合
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
分
野
を
超
え
て
五
行
の
配
当
を
一

致
さ
せ
よ
う
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
つ
い
て
の
論
争
が
生
じ
、
あ
る
分
野

の
説
に
よ
っ
て
他
の
分
野
の
説
が
否
定
さ
れ
た
り
変
更
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
う

し
た
試
み
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
『
五
行
大
義
』
の
よ
う
に
体

系
化
さ
れ
た
五
行
思
想
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
洪
範
五
行
伝
と
時
令
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
洪

（
二
）

（
三
）

範
五
行
伝
は
本
来
時
令
と
は
別
個
に
形
成
さ
れ
た
文
献
だ
が
、
劉
歆
（
？
―
後

二
三
）
の
伝
に
於
い
て
は
時
令
と
の
整
合
性
の
た
め
に
書
き
換
え
ら
れ
、
そ
の

後
も
時
令
と
の
結
び
付
き
を
強
め
な
が
ら
内
容
を
変
化
さ
せ
て
行
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
別
個
の
内
容
・
構
造
を
持
っ
て
発
展
し
て
来
た
両
者
が
、
そ
う
し
た
差
異

を
超
え
て
、
五
行
の
配
当
と
い
う
抽
象
的
な
次
元
で
結
び
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
幅
広
く
整
備
さ
れ
た
体
系
を
構
築
す
る
一
方
、
個
々
の
説
が
本

来
有
し
て
い
た
具
体
的
な
内
容
・
構
造
を
変
質
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一

劉
歆
伝

『
漢
書
』
五
行
志
に
云
う
。

孝
武
の
時
、
夏
侯
始
昌
、
五
經
に
通
じ
、
善
く
五
行
傳
を
推
し
、
以
て

族
子
夏
侯
勝
に
傳
へ
、
下
に
許
商
に
及
ぶ
ま
で
、
皆
以
て
賢
と
す
る
所
の
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弟
子
に
教
ふ
。
其
の
傳
、
劉
向
と
同
じ
。
唯
だ
劉
歆
の
傳
の
み
獨
り
異

な
る
。

（
四
）

洪
範
五
行
伝
と
い
う
文
献
に
は
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
夏
侯

始
昌
（
生
没
年
不
詳
。
武
帝
期
に
活
躍
）
か
ら
許
商
（
生
没
年
不
詳
。
成
帝
期

に
活
躍
）
ま
で
承
け
継
が
れ
た
も
の
と
、
劉
向
（
前
七
七
―
前
六
）
が
手
に
し

た
も
の
と
は
、
内
容
が
一
致
し
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
「
劉
歆
の
傳
」
は

「
獨
り
異
な
る
」
ら
し
い
。
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
っ
た
の
か
。

や
は
り
五
行
志
に
説
明
が
あ
る
。

劉
歆
の
貌
傳
に
曰
く
、
鱗
蟲
の
孽
、
羊
禍
、
鼻
痾
有
り
、
と
。

（
五
）

劉
歆
の
言
傳
に
曰
く
、
時
に
毛
蟲
の
孽
有
り
、
と
。

（
六
）

劉
歆
の
視
傳
に
曰
く
、
羽
蟲
の
孽
、
雞
禍
有
り
、
と
。

（
七
）

劉
歆
の
聽
傳
に
曰
く
、
介
蟲
の
孽
有
り
、
と
。

（
八
）

劉
歆
の
思
心
傳
に
曰
く
、
時
に
則
ち
臝
蟲
の
孽
有
り
、
と
。

（
九
）

す
な
わ
ち
、「
孽
」（
動
植
物
に
関
す
る
怪
異
）
、「
禍
」（
家
畜
に
関
す
る
怪
異
）
、

「
痾
」
（
人
間
に
関
す
る
怪
異
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
起
こ
る
原
因
を
ど
の

五
事
（
貌
・
言
・
視
・
聴
・
思
心
）
の
不
調
に
帰
す
る
か
が
、
夏
侯
氏
や
劉
向

の
用
い
た
洪
範
五
行
伝
（
以
下
「
洪
範
五
行
伝
」
）
と
劉
歆
の
洪
範
五
行
伝
（
以

下
「
劉
歆
伝
」
）
と
で
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
劉
歆
伝
に
よ
る
「
孽
」
「
禍
」
の
配
当
は
、
従
来
の
洪
範
五
行
伝

と
異
な
る
一
方
で
、
時
令
説
と
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二

紀
や
『
礼
記
』
月
令
篇
と
い
っ
た
時
令
文
献
で
は
、
各
季
節
に
つ
い
て
「
蟲
」

「
食
」
の
項
目
を
立
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

孟
春
の
月
…
…
其
の
蟲
、
鱗
…
…
麥
と
羊
を
食
す
。

（
一
〇
）

孟
夏
の
月
…
…
其
の
蟲
、
羽
…
…
菽
と
雞
を
食
す
。

（
一
一
）

中
央
土
…
…
其
の
蟲
、
倮
…
…
稷
と
牛
を
食
す
。

（
一
二
）

孟
秋
の
月
…
…
其
の
蟲
、
毛
…
…
麻
と
犬
を
食
す
。

（
一
三
）

孟
冬
の
月
…
…
其
の
蟲
、
介
…
…
黍
と
彘
を
食
す
。

（
一
四
）

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
表
三
の
よ
う
に
な
り
、
劉
歆
伝
の
「
孽
」
「
禍
」
の

配
当
（
表
二
）
と
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
歆
は
洪
範
五
行

伝
本
来
の
配
当
（
表
一
）
を
採
ら
ず
、
時
令
に
合
わ
せ
て
組
み
替
え
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。
孽
に
於
い
て
は
「
木
―
―
鱗
」
「
火
―
―
羽
」
「
土
―
―
倮
」
等
と

い
っ
た
時
令
説
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
「
木
―
―
鱗
」「
火
―
―
羽
」「
土
―
―
蠃
」

等
と
し
（
「
蠃
」
「
倮
」
は
同
じ
く
「
裸
」
の
意
）
、
ま
た
、
禍
に
つ
い
て
も
五

行
伝
の
「
羊
禍
」
と
「
雞
禍
」
と
を
入
れ
替
え
、
時
令
で
そ
の
季
節
の
食
物
と

し
て
挙
げ
る
配
当
に
合
致
さ
せ
た
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
洪
範
五
行
伝
に
於
け
る
孽
・
禍

は
、
為
政
者
が
五
事
の
あ
る
べ
き
状
態
を
損
ね
た
時
に
起
こ
る
災
異
だ
が
、
そ

れ
に
対
し
て
、
時
令
に
於
け
る
蟲
・
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
候
の
生
物
や
食
物

で
あ
り
、
失
政
が
引
き
起
こ
す
異
常
事
態
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
来
、
配
当
が
一
致
す
る
必
要
は
全
く
無
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
劉
歆
は
、

「
木
」
「
火
」
と
い
っ
た
五
行
へ
の
配
当
と
い
う
抽
象
的
次
元
で
結
び
つ
け
、

合
致
す
る
よ
う
に
改
変
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
五
）

こ
れ
に
対
し
、
『
漢
書
』
五
行
志
は
、
禍
に
つ
い
て
は
劉
歆
伝
の
説
を
斥
け

る
も
の
の
、
言
・
視
・
思
心
の
不
調
が
引
き
起
こ
す
孽
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
劉
歆
伝
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
「
毛
蟲
之
孽
」
「
羽
蟲
之
孽
」
「
蠃
蟲
之
孽
」

の
災
異
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
聽
に
つ
い
て
も
、
「
魚
孽
」
に
当
た
る
記

事
と
共
に
、
「
介
蟲
之
孽
」
の
記
事
を
も
収
め
て
い
る
。
更
に
、
後
代
に
編
ま

れ
た
『
続
漢
書
』
や
『
宋
書
』
の
五
行
志
も
、
諸
孽
の
記
事
の
配
置
は
漢
志
に

よ
る
配
当
を
引
き
継
い
で
い
る
。
劉
歆
伝
が
時
令
と
の
符
合
を
図
っ
て
洪
範
五

行
伝
を
書
き
換
え
た
こ
と
の
影
響
は
、
歴
代
五
行
志
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

中国学の新局面
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表
一
、
洪
範
五
行
伝
の
孽
・
禍
の
配
当

表
二
、
劉
歆
伝
の
孽
・
禍
の
配
当

表
三
、
時
令
説
に
於
け
る
蟲
・
食
の
配
当
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二

『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
篇
・
五
行
五
事
篇

洪
範
五
行
伝
と
時
令
と
の
整
合
を
図
っ
た
劉
歆
の
営
為
を
更
に
進
め
、
一
体

化
さ
せ
、
両
者
の
境
界
を
曖
昧
に
さ
え
し
た
の
が
、
『
春
秋
繁
露
』
の
五
行
順

逆
篇
と
五
行
五
事
篇
で
あ
る
。

五
行
順
逆
篇
は
、
五
行
を
季
節
に
当
て
て
、
そ
の
時
令
に
つ
い
て
説
く
の
だ

が
、
明
ら
か
に
洪
範
五
行
伝
の
要
素
を
含
み
こ
ん
で
い
る
。
以
下
は
、
そ
れ
が

最
も
顕
著
な
「
水
」
の
部
分
で
あ
る
。

水
は
冬
、
至
陰
を
藏
す
。
宗
廟
祭
祀
の
始
、
四
時
の
祭
を
敬
ひ
、
昭
穆

の
序
を
禘
祫
す
。
天
子
は
天
を
祭
り
、
諸
侯
は
土
を
祭
る
。
門
閭
を
閉
ぢ
、

大
ひ
に
搜
索
し
、
刑
罰
を
斷
じ
、
罪
に
當
た
る
を
執
ら
へ
、
關
梁
を
飭
へ
、

外
徙
を
禁
ず
。
恩
、
水
に
及
べ
ば
、
則
ち
醴
泉
出
で
、
恩
、
介
蟲
に
及
べ

ば
、
則
ち
黿
鼉
大
ひ
に
爲
り
、
靈
龜
出
づ
。
如
し
人
君
、
宗
廟
を
簡
に
し
、

禱
祀
せ
ず
、
祭
祀
を
廢
し
、
法
を
執
る
こ
と
順
な
ら
ず
、
天
時
に
逆
ら
へ

ば
、
則
ち
民
、
流
腫
・
水
張
・
痿
痺
を
病
み
て
、
孔
窺
通
ぜ
ず
。
咎
、
水

に
及
べ
ば
、
霧
氣
冥
冥
た
り
て
、
必
ず
大
水
有
り
、
水
、
民
に
害
を
爲
す
。

咎
、
介
蟲
に
及
べ
ば
、
則
ち
龜
深
く
藏
れ
、
黿
鼉
呴
ゆ
。

（
一
六
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
水
」
が
「
冬
」
に
当
た
り
、
万
物
を
蔵
す
る
時
節
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
点
線
部
の
文
言
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
淮
南
子
』

時
則
訓
に
見
え
、
『
春
秋
繁
露
』
治
水
五
行
篇
の
字
句
に
は
更
に
近
く
、
明
ら

（
一
七
）

（
一
八
）

か
に
時
令
説
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
「
如
人
君
」
以

下
、
冬
の
時
令
に
反
す
る
不
適
当
な
行
い
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
行
動
の
中

に
は
、
い
く
つ
か
洪
範
五
行
伝
か
ら
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
字
句
（
実
線
部
）

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
末
尾
で
「
咎
及
介
蟲
」
と
し
（
波
線
部
）
、
五
行
の
水

（
一
九
）

を
損
ね
た
場
合
に
起
こ
る
災
異
に
「
介
蟲
」
を
当
て
る
の
は
、
上
述
し
た
劉
歆

伝
の
特
徴
と
共
通
す
る
。

「
火
」「
土
」「
金
」
に
つ
い
て
の
文
言
も
、「
水
」
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
に
、

基
本
的
に
は
時
令
の
言
説
で
あ
る
中
に
、
洪
範
五
行
伝
の
字
句
と
劉
歆
伝
の
説

を
反
映
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
少
し
事
情
が
異
な
る
の
は
、
「
木
」
に
つ
い
て
の
部
分
で
あ
る
。

木
は
春
、
生
の
性
、
農
の
本
な
り
。
農
事
を
勸
め
、
民
の
時
を
奪
ふ
こ

と
無
く
、
民
を
使
ふ
こ
と
歳
に
三
日
を
過
ぎ
ず
、
什
一
の
税
を
行
ひ
、
經

術
の
士
を
進
む
。
羣
禁
を
挺
め
、
輕
繫
を
出
だ
し
、
稽
留
を
去
り
、
桎
梏

を
除
き
、
門
闔
を
開
け
、
障
塞
を
通
ず
。
恩
、
草
木
に
及
べ
ば
、
則
ち
樹

木
華
美
た
り
て
、
朱
草
生
ず
。
恩
、
鱗
蟲
に
及
べ
ば
、
則
ち
魚
大
ひ
に
爲

り
、
鱣
鯨
見
れ
ず
、
羣
龍
下
る
。
如
し
人
君
、
出
入
時
な
ら
ず
、
狗
を
走

ら
せ
馬
を
試
み
、
馳
騁
し
て
宮
室
に
反
ら
ず
、
淫
樂
を
好
み
、
飲
酒
沈
湎

し
、
縱
恣
し
、
政
治
を
顧
み
ず
、
事
多
く
役
を
發
し
、
以
て
民
の
時
を
奪

ひ
、
謀
を
作
し
て
税
を
増
し
、
以
て
民
の
財
を
奪
へ
ば
、
民
、
疥
搔
・
温

體
を
病
み
、
足

痛
む
。
咎
、
木
に
及
べ
ば
、
則
ち
茂
木
枯
槁
し
、
工

匠
の
輪
多
く
傷
敗
し
、
毒
水
、
羣
を

し
、
陂
を
漉
ひ
て
漁
る
。
咎
、
鱗

蟲
に
及
べ
ば
、
則
ち
魚
爲
ら
ず
、
羣
龍
深
く
藏
れ
、
鯨
出
見
す
。

（
二
〇
）

こ
れ
も
や
は
り
他
と
同
様
に
時
令
を
基
礎
と
し
、
時
令
説
と
共
通
す
る
文
言
が

あ
り
、
か
つ
、
劉
歆
伝
の
説
を
踏
ま
え
て
「
咎
及
鱗
蟲
」
と
言
う
。
し
か
し
、

（
二
一
）

春
の
時
令
に
反
す
る
行
い
を
述
べ
る
字
句
は
、
洪
範
五
行
伝
よ
り
も
、
漢
志
に

引
か
れ
る
「
説
曰
」
の
文
言
に
近
い
。
こ
の
「
説
曰
」
と
い
う
の
は
、
洪
範
五

（
二
二
）

行
伝
の
内
容
を
敷
衍
し
た
学
説
で
あ
る
。
従
っ
て
、
五
行
順
逆
篇
が
そ
れ
を
引

（
二
三
）

く
の
は
、
五
行
伝
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
付
随
す
る
学
説
の
影
響
を
も
受
け
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
二
四
）
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五
行
五
事
篇
は
、
洪
範
五
行
伝
の
説
を
主
眼
と
す
る
。
前
半
部
で
は
、
洪
範

五
行
伝
に
従
っ
て
五
行
と
五
事
と
を
直
接
結
び
つ
け
、
王
者
が
五
事
の
理
想
的

状
態
を
保
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
中
間
部
で
は
、
五
事
の
理
想
的

（
二
五
）

状
態
に
つ
い
て
洪
範
九
疇
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ

（
二
六
）

の
篇
が
、
洪
範
五
行
を
核
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
半
部
で
は
、
こ
う
し
た
土
台
の
上
に
、
時
令
的
要
素
を
付
加
し

た
説
が
展
開
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
う
ち
の
二
例
を
挙
げ
る
。

王
者
能
く
敬
す
れ
ば
則
ち
肅
、
肅
な
れ
ば
則
ち
春
氣
得
ら
る
、
故
に
肅

は
春
を
主
る
。
春
、
陽
氣
微
に
し
て
、
萬
物
柔
易
た
り
、
移
弱
た
り
て
化

す
可
し
。
時
に
於
て
陰
氣
賊
爲
り
。
故
に
王
者
欽
た
り
、
欽
た
れ
ば
以
て

陰
事
を
議
せ
ず
、
然
る
後
に
萬
物
遂
に
生
じ
、
而
し
て
木
、
曲
直
す
可
き

な
り
。
春
に
秋
政
を
行
へ
ば
、
則
ち
草
木
凋
つ
。
冬
政
を
行
へ
ば
、
則
ち

雪
ふ
る
。
夏
政
を
行
へ
ば
、
則
ち
殺
た
り
。
春
に
政
を
失
へ
ば
、
則
ち

（
原
闕
）
。

（
二
七
）

王
者
能
く
治
む
れ
ば
則
ち
義
立
つ
、
義
立
て
ば
則
ち
秋
氣
得
ら
る
、
故

に
乂
は
秋
を
主
る
。
秋
氣
始
め
て
殺
た
り
。
王
者
は
小
刑
罰
を
行
ひ
、
民

は
犯
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
禮
義
成
る
。
時
に
於
て
陽
氣
賊
爲
り
。
故
に
王
者

輔
く
る
に
官
牧
の
事
を
以
て
し
、
然
る
後
に
萬
物
成
熟
し
、
秋
に
草
木
榮

華
せ
ず
、
金
從
革
す
る
な
り
。
秋
に
春
政
を
行
へ
ば
、
則
ち
華
さ
く
。
夏

政
を
行
へ
ば
、
則
ち
喬
た
り
。
冬
政
を
行
へ
ば
、
則
ち
落
つ
。
秋
に
政
を

失
へ
ば
、
則
ち
春
に
大
風
し
て
解
け
ず
、
雷
、
聲
を
發
せ
ず
。

（
二
八
）

「
敬
」
「
肅
」
と
い
う
の
は
、
五
事
の
「
貌
」
の
理
想
的
状
態
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
「
貌
」
が
理
想
的
状
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
春
気
」
が
得
ら
れ
る

と
言
う
。
そ
し
て
、
「
春
気
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
木
、
曲
直
す
可

し
（
木
を
う
ま
く
曲
げ
た
り
真
直
ぐ
に
し
た
り
で
き
る
）
」
と
い
う
、
五
行
の

「
木
」
の
理
想
的
状
態
が
実
現
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
為
政
者
の
言
動
で
あ
る

五
事
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
安
定
し
た
り
損
な
わ
れ
た
り
す
る
五
行
と
の
間

に
「
春
気
」
と
い
う
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
、
に
わ
か
に
時
令
的
な
色
合
い
が
生

じ
て
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
続
く
「
春
に
秋
政
を
行
へ
ば
…
…
」
「
（
春
に
）

冬
政
を
行
へ
ば
…
…
」
「
（
春
に
）
夏
政
を
行
へ
ば
…
…
」
等
と
い
っ
た
記
述

は
、
完
全
に
時
令
説
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
九
）

五
事
の
「
言
（
金
）
」
に
つ
い
て
の
「
王
者
能
く
治
む
れ
ば
則
ち
義
立
ち
…

…
」
も
、
「
秋
気
」
を
媒
介
と
し
て
用
い
、
末
尾
は
完
全
に
時
令
的
文
言
を
以

て
結
ぶ
。
そ
の
他
「
視
（
火
）
」
「
知
（
水
）
」
も
、
や
は
り
同
様
の
内
容
・
構

造
と
な
っ
て
い
る
。

五
行
順
逆
篇
は
時
令
説
を
主
体
と
し
、
洪
範
五
行
伝
に
関
す
る
説
を
取
り
込

ん
で
い
る
。
一
方
、
五
行
五
事
篇
は
五
行
伝
の
説
を
核
と
し
、
時
令
的
要
素
も

強
い
。
両
者
と
も
、
本
来
は
趣
旨
・
内
容
が
異
な
る
洪
範
五
行
伝
と
時
令
を
、

五
行
と
い
う
次
元
で
融
合
さ
せ
て
い
る
。
劉
歆
伝
は
時
令
と
の
合
致
の
た
め
に

五
行
伝
を
多
少
書
き
換
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
行
順
逆
篇
・
五
行
五
事

篇
は
両
者
の
境
界
を
曖
昧
に
さ
え
し
て
お
り
、
程
度
が
か
な
り
進
ん
だ
も
の
と

謂
え
よ
う
。三

『
南
斉
書
』
五
行
志

『
漢
書
』
が
五
行
志
を
設
け
、
『
続
漢
書
』
『
宋
書
』
が
そ
れ
を
継
い
だ
。

三
者
は
い
ず
れ
も
諸
災
異
を
五
行
・
五
事
・
皇
極
に
分
類
し
て
記
録
し
、
各
項

目
の
冒
頭
で
洪
範
五
行
伝
の
文
言
を
引
く
と
い
う
体
裁
を
取
る
。
災
異
記
事
を

洪
範
五
行
伝
の
体
系
下
に
位
置
づ
け
る
も
の
と
謂
え
よ
う
。

し
か
し
、
蕭
子
顕
（
四
八
七
―
五
三
七
）
の
著
し
た
『
南
斉
書
』
五
行
志
で
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は
、
五
行
・
五
事
・
皇
極
の
各
冒
頭
部
に
洪
範
五
行
伝
を
引
用
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
雷
・
地
震
・
旱
・
流
言
等
々
、
災
異
の
種
類
ご
と
に
断
片
的
に
「
伝
」
を

引
く
。
種
々
の
災
異
を
記
録
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
を
掲
げ
る
こ
と
は
重
視

す
る
が
、
洪
範
五
行
伝
の
体
系
へ
の
意
識
は
非
常
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
南
斉
志
の
引
く
「
伝
」
の
内
容
自
体
も
、
従
来
の
洪
範
五
行
伝
と

は
字
句
が
異
な
り
、
少
な
く
と
も
班
固
の
時
の
五
行
伝
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
「
水
伝
」
の
文
で
あ
る
。

水
、
北
方
冬
、
萬
物
を
藏
し
、
氣
、
至
陰
な
り
。
宗
廟
祭
祀
の
象
。
死

者
、
精
神
放
越
し
て
反
ら
ず
、
故
に
之
に
廟
を
爲
し
て
以
て
其
の
散
を
收

め
、
之
に
貌
を
爲
し
て
以
て
其
の
魂
神
を
收
め
、
而
し
て
孝
子
、
禮
を
盡

く
す
を
得
た
り
。
敬
の
至
れ
る
や
、
則
ち
神
、
之
を
歆
け
、
此
れ
則
ち
至

陰
の
氣
從
ひ
、
則
ち
水
氣
、
溝
瀆
よ
り
隨
ひ
て
流
れ
去
り
、
民
に
害
を
爲

さ
ず
。
人
君
、
禱
祀
せ
ず
、
宗
廟
を
簡
に
し
、
祭
祀
を
廢
し
、
天
時
に
逆

ら
へ
ば
、
則
ち
霧
水
暴
出
し
、
川
水
逆
溢
し
、
邑
を
壞
し
郷
を
軼
し
、
民

人
を
沈
溺
せ
し
む
、
故
に
水
、
潤
下
せ
ず
と
曰
ふ
。

（
三
〇
）

一
見
し
て
、
洪
範
五
行
伝
本
来
の
文
と
は
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
線
部
は

（
三
一
）

洪
範
五
行
伝
の
内
容
、
波
線
部
は
漢
志
が
「
説
曰
」
と
し
て
引
く
も
の
に
近
い

（
三
二
）

が
、
そ
の
他
に
、
点
線
部
は
、「
水
は
冬
」「
至
陰
を
藏
す
」「
宗
廟
祭
祀
の
始
」

と
い
う
、
『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
篇
の
文
言
（
上
引
）
を
も
取
り
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
「
木
伝
」
も
以
下
の
通
り
。

東
方
、
易
經
、
地
上
の
木
を
觀
と
爲
す
。
故
に
木
の
人
に
於
け
る
や
、

威
儀
容
貌
な
り
。
木
は
春
、
生
氣
の
始
、
農
の
本
な
り
。
農
時
を
奪
ふ
無

く
、
民
を
使
ふ
こ
と
歳
に
三
日
を
過
ぎ
ず
、
什
一
の
税
を
行
ひ
、
貪
欲
の

謀
無
け
れ
ば
、
則
ち
木
氣
從
ふ
。
如
し
人
君
、
威
儀
を
失
ひ
、
木
行
に
逆

ひ
、
田
獵
馳
騁
し
て
、
宮
室
に
反
ら
ず
、
飲
食
沈
湎
し
て
、
禮
制
を
顧
み

ず
、
出
入
に
度
無
く
、
多
く
繇
役
を
發
し
て
、
以
て
民
の
時
を
奪
ひ
、
姦

詐
を
作
爲
し
て
、
以
て
民
の
財
を
奪
へ
ば
、
則
ち
木
、
其
の
性
を
失
ふ
。

蓋
し
工
匠
の
輪
矢
を
爲
る
者
の
多
く
傷
敗
す
る
を
以
て
、
故
に
木
、
曲
直

せ
ず
と
曰
ふ
。

（
三
三
）

基
本
的
に
は
漢
志
が
「
説
曰
」
と
し
て
引
く
文
を
反
映
し
て
い
る
が
、
点
線
部

（
三
四
）

図
一
、
本
稿
で
扱
っ
た
諸
文
献
同
士
の
継
承
・
影
響
関
係
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は
『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
篇
の
文
言
（
上
引
）
と
共
通
す
る
。

五
行
順
逆
篇
は
時
令
説
で
あ
り
な
が
ら
、
洪
範
五
行
伝
の
学
説
を
取
り
込
ん

で
い
た
が
、
そ
れ
を
洪
範
五
行
の
学
説
で
あ
る
こ
の
「
伝
」
が
更
に
取
り
込
ん

だ
。
南
斉
志
の
引
く
「
伝
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
構
造
が
見
ら
れ
る
。
洪

範
五
行
伝
と
時
令
と
の
間
の
垣
根
が
低
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
形
成
さ
れ
た
言

説
・
配
当
は
、
五
行
の
「
水
」
や
「
木
」
と
い
う
抽
象
的
次
元
を
経
由
し
て
、

相
互
に
干
渉
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

四

所
謂
「
五
行
傳
月
令
」
に
つ
い
て

陳
寿
祺
（
一
七
七
一
―
一
八
三
四
）
に
よ
る
『
尚
書
大
伝
』
の
輯
本
で
は
、

洪
範
五
行
伝
の
末
尾
に
、
「
東
方
之
極
」
か
ら
始
ま
り
「
小
人
樂
」
に
至
る
ま

で
の
、
五
方
位
・
十
二
月
の
地
理
・
時
令
に
つ
い
て
述
べ
る
文
が
置
か
れ
て
い

る
。
陳
寿
祺
自
身
は
、
そ
の
文
体
や
、
五
行
伝
の
他
の
部
分
と
の
重
複
、
早
期

の
文
献
に
引
用
が
見
え
な
い
こ
と
（
明
代
の
黄
佐
『
六
芸
流
別
』
に
至
っ
て
よ

う
や
く
伏
生
の
書
と
し
て
引
か
れ
る
）
か
ら
、
『
尚
書
大
伝
』
に
元
々
在
っ
た

内
容
で
は
な
い
と
考
え
た
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
小
林
信
明
氏
は
、
『
淮
南
子
』
時
則
訓
と
の
比
較
か

ら
、
時
則
訓
よ
り
も
先
行
す
る
も
の
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
、
時
則

訓
よ
り
も
地
理
的
記
述
が
簡
略
で
、
「
中
央
之
極
」
部
分
に
朔
令
が
無
い
こ
と

を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
則
訓
を
、
五
行
伝
の
月
令
を
参
照
し
な
が
ら
、
地

理
的
内
容
や
「
中
央
之
極
」
の
朔
令
と
い
っ
た
も
の
を
適
宜
増
や
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
時
則
訓
の
時
令
は
基
本
的
に
三
字

句
に
揃
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
「
中
央
之
極
」
に
つ
い
て
の
み
四
字
句
・
六
字

句
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
以
て
時
則
訓
が
五
行
伝
に
無
い

「
中
央
之
極
」
の
令
を
辛
う
じ
て
ひ
ね
り
出
し
た
も
の
と
論
じ
る
。
ま
た
、
島

（
三
五
）

邦
男
氏
も
、
「
（
『
淮
南
子
』
）
時
則
訓
の
文
は
こ
の
五
行
傳
月
令
を
採
つ
て
成

り
、
又
時
則
・
呂
氏
の
共
通
部
分
の
漢
初
十
二
紀
は
こ
の
五
行
傳
月
令
の
時
令

を
採
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
こ
れ
を
漢
代
初
期
の
成
立
と
見
な
し

て
い
る
。

（
三
六
）

小
林
氏
の
論
拠
の
う
ち
、
地
理
的
記
載
の
繁
簡
・
「
中
央
之
極
」
の
令
の
有

無
は
、
必
ず
し
も
時
代
の
前
後
を
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
後
れ
る
も
の

が
先
立
つ
も
の
を
整
理
・
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
時
則
訓
の

文
体
の
乱
れ
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
五
行
伝
に
由
来
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
島
氏
の
立
論
に
は
、
『
淮
南
子
』
時
則
訓
と
「
五
行
傳
月
令
」
が
土
に

当
た
る
時
令
を
季
夏
に
配
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
と
『
禮
記
』
月
令
篇
が

土
と
季
夏
と
を
明
確
に
分
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
よ
り
も
後
者
が
時
代

的
に
下
る
と
見
な
す
考
え
が
あ
る
。
こ
の
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
「
五
行
傳
月

令
」
が
時
則
訓
や
十
二
紀
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
『
白
虎
通
』
に
は
「
六
月
、
中
霤
を
祭
る
。
中
霤
は
土
の
中
央
に
在

る
に
像
る
な
り
、
六
月
亦
た
土
王
な
り
」
と
有
り
、
後
漢
期
に
於
い
て
も
季
夏

（
三
七
）

に
中
央
土
を
当
て
る
時
令
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
土
と
季
夏
と
の
分
離
を
以
て
時
代
の
先
後
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
「
五
行
傳
月
令
」
の
文
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の
伝
世
文
献
に
見
え

る
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
東
方
・
南
方
・
西
方
・
北
方
に
つ
い
て
の
記
述

で
は
、
い
ず
れ
も
、
地
理
・
朔
令
は
『
淮
南
子
』
時
則
訓
及
び
「
王
居
明
堂
禮
」

（
三
八
）

に
共
通
の
文
言
が
有
り
、
季
節
を
迎
え
る
礼
楽
に
つ
い
て
の
部
分
は
『
皇
覧
』
、

（
三
九
）

五
事
と
そ
の
休
徴
は
『
尚
書
』
洪
範
篇
の
内
容
、
禁
令
に
於
い
て
は
漢
志
の
引

く
洪
範
五
行
伝
と
同
一
の
文
句
が
見
え
る
。

（
四
〇
）
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注
目
す
べ
き
は
、
「
五
行
傳
月
令
」
が
時
則
訓
や
「
王
居
明
堂
禮
」
等
と
共

通
す
る
文
言
を
有
す
る
の
に
対
し
、
時
則
訓
の
方
は
「
王
居
明
堂
禮
」
や
『
皇

覧
』
と
共
通
す
る
文
言
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
、
時
則
訓
そ
の
他
が

「
五
行
傳
月
令
」
を
参
照
し
て
編
ま
れ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
共
通
し
た
字
句

を
引
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
従

っ
て
、
「
五
行
傳
月
令
」
の
方
を
後
出
と
考
え
る
方
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
下
は
、
小
林
氏
が
問
題
と
し
た
「
中
央
之
極
」
部
分
で
あ
る
。

中
央
の
極
、
崑
崙
よ
り
中
の
か
た
大
室
の
野
に
至
る
ま
で
、
帝
黄
帝
・

神
后
土
、
之
を
司
る
。
土
王
の
日
、
禱
は
牲
を
用
ひ
、
中
氣
を
中
室
に
迎

へ
、
樂
は
黄
鐘
の
宮
を
用
ふ
。
民
の
爲
に
祈
福
し
、
世
婦
に
命
じ
て
服
章

を
治
め
、
民
を
し
て
□
虐
せ
し
め
よ
。
其
の
禁
、
宮
室
を
治
め
、
臺
榭
を

餙
り
、
淫
亂
を
内
れ
、
親
戚
を
犯
し
、
父
兄
を
侮
る
こ
と
。

（
四
一
）

他
の
四
方
よ
り
も
格
段
に
記
述
が
少
な
く
、
月
ご
と
の
朔
令
は
設
け
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
「
土
王
の
日
に
祈
祷
に
牲
を
用
い
る
」
「
中
気
を
中
室

に
迎
え
る
」
と
い
う
、
時
則
訓
や
『
皇
覧
』
に
は
無
い
内
容
が
見
え
る
他
、
時

則
訓
と
共
通
す
る
部
分
（
点
線
部
）
や
五
行
伝
と
一
致
す
る
箇
所
（
実
線
部
）

も
有
る
。
そ
の
う
ち
の
「
民
の
爲
に
祈
福
し
、
世
婦
に
命
じ
て
服
章
を
治
め
」

（
四
二
）

は
、
時
則
訓
の
中
の
「
中
央
之
極
」
で
は
な
く
、
「
季
夏
之
月
」
の
令
に
類
似

の
内
容
が
見
ら
れ
る
。
仮
に
小
林
氏
の
言
う
よ
う
に
、
時
則
訓
が
「
五
行
傳
月

令
」
を
参
照
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
季
夏
之
月
」
の
時
令
が
こ
の
点
線
部

を
用
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
「
中
央
之
極
」
で
は
そ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
、「
五
行
傳
月
令
」
の
方
が
、
時
則
訓
の
「
中

央
之
極
」
部
と
「
季
夏
之
月
」
部
の
双
方
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

陳
侃
理
氏
は
、
「
こ
の
部
分
の
作
者
は
、
『
淮
南
子
』
時
則
訓
の
十
二
月
令

と
五
位
の
部
分
を
融
合
さ
せ
て
縮
め
、
東
西
南
北
の
四
位
の
令
を
そ
れ
ぞ
れ
三

分
割
し
て
対
応
す
る
月
に
分
け
、
そ
し
て
時
則
篇
に
有
っ
た
「
中
央
」
の
令
は

う
ま
く
配
置
で
き
ず
に
割
愛
し
た
」
と
い
う
考
え
を
示
す
。
こ
れ
が
実
情
に
近

（
四
三
）

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
成
立
は
少
な
く
と
も
『
淮
南
子
』
よ
り
下
る
。

そ
し
て
、
数
々
の
古
い
言
説
が
融
合
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
同
じ
時
則
訓
の
説
で
も
、
そ
の
十
二
月
の
令
と
五
方
位
の
令
と

は
内
容
が
異
な
る
。
「
五
行
傳
月
令
」
は
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
た
結
果
、
季

節
に
つ
い
て
の
説
な
の
か
、
地
理
に
つ
い
て
の
説
な
の
か
、
性
格
が
は
っ
き
り

と
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
更
に
、
洪
範
五
行
の
説
を
加
え
た
た
め
に
、
内
部

矛
盾
す
ら
起
こ
し
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
「
季
夏
」
の
部
分
で
あ
る
。

季
夏
の
月
、
明
堂
の
右
个
に
御
し
、
牲
は
心
を
先
に
し
、
主
を
中
霤
に

設
け
、
坤
隅
に
索
祀
し
、
思
必
ず
睿
に
し
て
、
厥
の
休
は
時
風
。
朔
令
に

曰
く
、

宗
を
起
こ
し
、
無
後
を
立
て
、
廢
國
を
封
じ
、
賢
輔
を
立
て
、

毁

喪
疾
を
卹
へ
。

（
四
四
）

冒
頭
で
「
明
堂
の
右
个
に
御
」
す
と
し
て
い
る
の
は
、
時
則
訓
が
季
夏
に
つ
い

て
「
朝
于
中
宮
（
中
宮
に
朝
す
）
」
と
し
て
中
央
土
に
属
さ
せ
る
の
と
は
異
な

り
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
や
『
礼
記
』
月
令
篇
と
同
じ
く
、
季
夏
を
南
方
火

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
「

宗
を
起
こ
し
」
以
下
は
時
則
訓
の
「
南

（
四
五
）

毁

方
之
極
」
に
見
え
る
令
で
あ
り
、
や
は
り
、
季
夏
を
中
央
土
で
は
な
く
南
方
火

（
四
六
）

に
分
類
す
る
考
え
に
基
づ
く
。
と
こ
ろ
が
、
「
牲
は
心
を
先
に
し
、
主
を
中
霤

に
設
け
」
る
と
い
う
文
言
は
、
時
則
訓
に
於
い
て
南
方
火
で
は
な
く
中
央
土
に

類
さ
れ
る
季
夏
の
月
令
と
合
致
す
る
。
更
に
、
「
思
必
ず
睿
に
し
て
、
厥
の
休

（
四
七
）

は
時
風
」
と
は
、
洪
範
五
行
で
は
土
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
（
五
事
の
思
は
土

に
配
さ
れ
る
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
季
夏
之
月
」
部
分
で
は
、
南
方
火
・
中

央
土
両
者
に
つ
い
て
の
説
が
同
時
に
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
洪
範
五
行
の
説
を
用
い
る
に
当
た
っ
て
は
、
「
南
方
之
極
」
の
一
部

で
あ
る
「
季
夏
」
の
部
分
で
五
事
の
「
思
」
（
五
行
で
は
土
に
当
た
る
）
を
採

っ
て
お
き
な
が
ら
、
「
中
央
之
極
」
部
分
で
も
「
稼
穡
不
成
」
（
五
行
の
土
の

不
調
）
に
つ
い
て
の
洪
範
五
行
伝
の
文
を
使
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
行
伝

（
四
八
）

に
於
い
て
は
同
系
に
分
類
さ
れ
る
両
者
を
、
「
南
方
之
極
」
と
「
中
央
之
極
」

と
に
分
裂
し
て
用
い
て
い
る
。
洪
範
五
行
伝
に
元
々
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
洪
範
五
行
に
関
す
る
学
説
と
し
て
も
、
本
来
の
体

系
を
損
ね
る
処
理
と
謂
え
よ
う
。

こ
れ
も
ま
た
、
後
人
が
時
令
説
と
洪
範
五
行
伝
と
を
融
合
さ
せ
て
立
て
た
説

で
あ
ろ
う
。
十
二
月
令
を
四
方
に
割
り
振
り
、
別
に
中
央
を
設
置
し
た
上
で
五

行
伝
の
内
容
を
付
加
し
た
も
の
の
、
十
二
月
令
が
元
々
（
「
季
夏
之
月
＝
土
」

と
し
て
）
土
に
関
す
る
記
述
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
、

時
令
・
五
行
伝
双
方
の
体
系
性
を
損
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
古
い
素
材
を
用
い

た
が
た
め
に
、
却
っ
て
馬
脚
を
露
わ
し
た
と
謂
え
よ
う
。

結

永
平
四
年
（
六
一
年
）
春
、
東
平
憲
王
劉
蒼
（
？
―
八
三
）
が
明
帝
（
二
八

―
七
五
）
を
諌
め
る
上
書
を
行
っ
た
。
そ
の
文
に
云
う
。

臣
聞
く
、
時
令
、
盛
春
は
農
事
、
衆
を
聚
め
て
功
を
興
さ
ず
。
傳
に
曰

く
、
「
田
獵
し
て
宿
せ
ず
、
食
飲
し
て
享
せ
ず
、
出
入
節
せ
ず
、
則
ち
木

曲
直
せ
ず
」
と
。
此
れ
春
令
を
失
す
る
者
な
り
。

（
四
九
）

こ
こ
で
は
、
洪
範
五
行
伝
の
句
を
引
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
春
令
を
失
す
る
」

（
五
〇
）

こ
と
と
説
く
。
時
令
の
思
想
を
以
て
五
行
伝
を
解
釈
す
る
考
え
方
は
、
既
に
後

漢
初
期
に
於
い
て
、
あ
る
程
度
の
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
中
期
に
か
け
て
の
洪
範
五
行
と
五

徳
終
始
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
研
究
し
て
来
た
。
両
者
共
に
、

恐
ら
く
劉
向
の
手
で
易
説
と
ゆ
る
や
か
に
関
連
付
け
る
解
釈
が
な
さ
れ
、
ほ
ぼ

確
実
に
劉
歆
の
手
に
よ
っ
て
時
令
と
緊
密
に
連
環
す
る
組
み
換
え
が
行
わ
れ
て

い
る
。
劉
向
・
劉
歆
親
子
は
、
い
ず
れ
も
六
経
解
釈
と
典
籍
分
類
の
体
系
化
を

志
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
の
体
系
性
へ
の
志
向
が
五
行
説
に
於
い
て
も
発
揮

さ
れ
た
た
め
に
、
洪
範
五
行
・
時
令
・
五
徳
終
始
を
相
似
的
に
結
び
つ
け
る
組

み
換
え
が
な
さ
れ
た
と
謂
え
よ
う
。

で
は
、
何
故
劉
歆
は
、
易
学
的
解
釈
に
よ
る
繋
が
り
に
止
ま
ら
ず
、
他
二
者

の
内
容
を
書
き
換
え
て
ま
で
、
時
令
の
説
と
相
似
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
劉
歆
と
時
令
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
王
莽
期
の
政
治
的
状
況
を
も
含

め
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
洪
範
五
行
伝
と
時
令
と
の
交
渉
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
文
献

を
取
り
上
げ
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
た
。
劉
歆
伝
に
於
い
て
は
両
者
の
整
合

性
を
目
的
と
し
た
書
き
換
え
が
行
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
『
春
秋
繁
露
』

の
五
行
順
逆
篇
と
五
行
五
事
篇
に
於
い
て
は
両
者
の
内
容
・
体
系
が
融
合
せ
ら

れ
、
『
南
斉
書
』
五
行
志
の
引
く
「
伝
」
は
五
行
順
逆
篇
の
文
言
を
継
ぎ
な
が

ら
説
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
成
立
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
陳
寿
祺
本
『
尚
書
大
傳
』
で
洪
範
五
行
伝
の
末
尾
に
置
か
れ
た
「
東
方

之
極
～
小
人
樂
」
部
分
（
島
邦
男
氏
の
所
謂
「
五
行
傳
月
令
」
）
も
、
や
は
り

時
令
説
に
洪
範
五
行
伝
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
時
令
と
洪
範
五
行
と
を
融
合
さ
せ
た
た
め
に
、
そ
の
内
容
・
論
理

が
錯
綜
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
来
の
有
り
様
と
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
『
春

秋
繁
露
』
五
行
五
事
篇
は
、
「
君
主
が
五
事
を
理
想
的
状
態
に
保
つ
→
対
応
す

る
五
行
が
理
想
的
状
態
に
保
た
れ
る
」
と
い
う
従
来
の
五
行
伝
の
論
理
に
、「
春
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気
」
「
夏
気
」
と
い
っ
た
季
節
の
気
を
加
え
、
「
君
主
が
五
事
を
理
想
的
状
態

に
保
つ
→
季
節
の
気
が
う
ま
く
得
ら
れ
る
→
対
応
す
る
五
行
が
理
想
的
状
態
に

保
た
れ
る
」
と
い
う
構
造
に
作
り
変
え
た
。
し
か
し
、
季
節
の
気
を
媒
介
し
て

五
事
と
時
令
と
を
結
び
つ
け
た
た
め
に
、
五
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
洪
範
五

行
伝
が
本
来
説
く
よ
う
に
一
年
を
通
し
て
理
想
的
状
態
に
保
つ
べ
き
な
の
か
、

そ
れ
と
も
時
令
の
発
想
に
従
っ
て
季
節
ご
と
に
修
め
た
り
修
め
な
か
っ
た
り
す

べ
き
な
の
か
が
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
陳
本
洪
範
五

行
伝
の
「
東
方
之
極
～
小
人
樂
」
部
分
も
、
時
令
・
地
理
・
洪
範
五
行
を
総
合

し
た
た
め
に
、
季
夏
と
中
央
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
裂
し
た
内
容
と
な
り
、
洪

範
五
行
伝
の
体
系
を
著
し
く
損
ね
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
変
質
の
背
景
に
如
何

な
る
状
況
・
意
図
が
有
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し

て
行
き
た
い
。

後
世
の
五
行
思
想
を
見
た
時
、
そ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
綜
合
性
が
挙
げ

ら
れ
る
。
『
五
行
大
義
』
等
を
見
る
と
、
様
々
な
文
献
を
引
き
な
が
ら
、
非
常

に
広
範
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
綜
合
化
の
過
程
に
於
い

て
は
、
発
祥
を
異
に
す
る
様
々
な
分
野
の
説
を
組
み
入
れ
る
た
め
に
、
多
く
の

試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
素
材
と
な

る
説
が
元
々
有
し
て
い
た
内
容
・
論
理
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。注

（
一
）
『
五
行
大
義
』
序
「
夫
五
行
者
、
蓋
造
化
之
根
源
、
人
倫
之
資
始
」

（
二
）
為
政
者
の
様
子
・
言
動
が
不
適
当
で
あ
る
際
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な

災
異
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
説
い
た
文
献
。
そ
の
際
、
為
政
者
の
あ
る
べ
き
状
態

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
洪
範
九
疇
に
含
ま
れ
る
五
行
（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）
・
五

事
（
貌
・
言
・
視
・
聴
・
思
心
）
・
皇
極
の
十
一
項
目
に
分
類
し
、
各
項
の
失
調
に

よ
っ
て
生
じ
る
災
異
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
災
異
が
生
じ
た
時
に
、
為

政
者
の
如
何
な
る
具
体
的
な
振
る
舞
い
が
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
か
を
特
定
し
、

対
処
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
『
漢
書
』
夏
侯
勝
伝
の
記
載
よ
り
、
遅
く
と
も
夏

侯
始
昌
・
夏
侯
勝
（
生
没
年
不
詳
。
昭
帝
期
～
宣
帝
期
に
活
躍
）
の
頃
ま
で
に
は

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
主
に
『
漢
書
』
五
行
志
に
見
え
る
引

文
を
考
察
に
用
い
る
。

（
三
）
季
節
ご
と
に
、
天
地
動
植
物
の
様
態
を
述
べ
、
併
せ
て
為
政
者
が
行
う
べ
き
言

動
を
定
め
る
も
の
。
時
宜
に
違
う
行
動
を
し
た
場
合
に
起
こ
る
災
異
を
挙
げ
る
も

の
も
あ
る
。『
淮
南
子
』
時
則
訓
・
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
・
『
礼
記
』
月
令
篇
の
他
、

『
管
子
』
や
『
春
秋
繁
露
』
の
数
篇
、
及
び
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
等
の
出
土
資
料
に

も
見
ら
れ
る
。

（
四
）「
孝
武
時
、
夏
侯
始
昌
通
五
經
、
善
推
五
行
傳
、
以
傳
族
子
夏
侯
勝
、
下
及
許
商
、

皆
以
教
所
賢
弟
子
。
其
傳
與
劉
向
同
。
唯
劉
歆
傳
獨
異
」

（
五
）
「
劉
歆
貌
傳
曰
、
有
鱗
蟲
之
孽
、
羊
禍
、
鼻
痾
」

（
六
）
「
劉
歆
言
傳
曰
、
時
有
毛
蟲
之
孽
」

（
七
）
「
劉
歆
視
傳
曰
、
有
羽
蟲
之
孽
、
雞
禍
」

（
八
）
「
劉
歆
聽
傳
曰
、
有
介
蟲
孽
也
」

（
九
）
「
劉
歆
思
心
傳
曰
、
時
則
有
臝
蟲
之
孽
」

（
一
〇

）
「
孟
春
之
月
…
…
其
蟲
鱗
…
…
食
麥
與
羊
」

（
一
一

）
「
孟
夏
之
月
…
…
其
蟲
羽
…
…
食
菽
與
雞

」

（
一
二

）
「
中
央
土
…
…
其
蟲
倮
…
…
食
稷
與
牛
」

（
一
三

）
「
孟
秋
之
月
…
…
其
蟲
毛
…
…
食
麻
與
犬
」

（
一
四

）
「
孟
冬
之
月
…
…
其
蟲
介
…
…
食
黍
與
彘

」

（
一
五

）
五
徳
終
始
に
於
い
て
も
、
劉
歆
の
用
い
る
説
は
従
来
の
も
の
と
は
異
な
り
、
時

令
と
の
合
致
を
図
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
旧
説
で
は
「
黄
帝
（
土
）
→

夏
（
木
）
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→

殷
（
金
）
→

周
（
火
）
→
秦
（
水
）
→
漢
（
土
）
」
と
い
う
五
行
相
克
の
順
に

推
移
す
る
と
さ
れ
た
が
、
三
統
暦
の
収
録
す
る
「
世
経
」
で
は
、
「
太
昊
（
木
）
→

神
農
（
火
）
→
黄
帝
（
土
）
→
少
昊
（
金
）
→
顓
頊
（
水
）
…
…
」
と
い
う
五
行

相
生
の
順
が
用
い
ら
れ
、
か
つ
、
こ
れ
ら
冒
頭
の
五
帝
は
時
令
が
各
季
節
の
帝
と

し
て
挙
げ
る
も
の
と
一
致
す
る
。
や
は
り
両
者
の
内
容
的
・
構
造
的
差
異
を
超
え
、

五
行
の
配
当
・
運
行
と
い
う
抽
象
的
次
元
に
於
い
て
、
相
似
的
な
結
び
付
き
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
劉
歆
は
、
時
令
に
よ
る
配
当
を
中
心
に
し
て
、
洪
範
五
行
伝
・

五
徳
終
始
を
包
括
す
る
五
行
の
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
六

）
「
水
者
冬
、
藏
至
陰
也
。
宗
廟
祭
祀
之
始
、
敬
四
時
之
祭
、
禘
祫
昭
穆
之
序
。
天

子
祭
天
、
諸
侯
祭
土
。
閉
門
閭
、
大
搜
索
、
斷
刑
罰
、
執
當
罪
、
飭
關
梁
、
禁
外

徙
。
恩
及
於
水
、
則
醴
泉
出
、
恩
及
介
蟲
、
則
黿
鼉
大
爲
、
靈
龜
出
。
如
人
君
簡

宗
廟
、
不
禱
祀
、
廢
祭
祀
、
執
法
不
順
、
逆
天
時
、
則
民
病
流
腫
・
水
張
・
痿
痺
、

孔
窺
不
通
。
咎
及
於
水
、
霧
氣
冥
冥
、
必
有
大
水
、
水
爲
民
害
。
咎
及
介
蟲
、
則

龜
深
藏
、
黿
鼉
呴
」

（
一
七

）
「
孟
冬
之
月
…
…
修
羣
禁
、
禁
外
徙
、
閉
門
閭
、
大

客
、
斷
罰
刑
、
殺
當
罪
、

阿
上
亂
法
者
誅
（
孟
冬
の
月
…
…
羣
禁
を
修
め
、
外
徙
を
禁
じ
、
門
閭
を
閉
ぢ
、

大
ひ
に
客
を

し
、
罰
刑
を
斷
じ
、
罪
に
當
た
る
を
殺
し
、
上
に
阿
り
法
を
亂
す

者
は
誅
す
）
」

（
一
八

）
「
水
用
事
、
閉
門
閭
、
大
搜
索
、
斷
刑
罰
、
執
當
罪
、
飭
關
梁
、
禁
外
徙
、
無
決

隄
（
水
に
事
を
用
ふ
る
に
、
門
閭
を
閉
ぢ
、
大
ひ
に
搜
索
し
、
刑
罰
を
斷
じ
、
罪

に
當
た
る
を
執
ら
へ
、
關
梁
を
飭
へ
、
外
徙
を
禁
じ
、
隄
を
決
す
る
こ
と
無
し
）
」

治
水
五
行
篇
は
、
一
年
を
七
十
二
日
ご
と
の
五
季
（
「
木
」「
火
」「
土
」「
金
」「
水
」
）

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
令
を
説
く
篇
で
あ
る
。

（
一
九

）
『
漢
書
』
五
行
志
引
洪
範
五
行
伝
「
簡
宗
廟
、
不
禱
祠
、
廢
祭
祀
、
逆
天
時
、
則

水
不
潤
下
（
宗
廟
を
簡
に
し
、
祠
に
禱
ら
ず
、
祭
祀
を
廢
し
、
天
時
に
逆
ら
へ
ば
、

則
ち
水
潤
下
せ
ず
）
」

（
二
〇

）
「
木
者
春
、
生
之
性
、
農
之
本
也
。
勸
農
事
、
無
奪
民
時
、
使
民
歳
不
過
三
日
、

行
什
一
之
税
、
進
經
術
之
士
。
挺
羣
禁
、
出
輕
繫
、
去
稽
留
、
除
桎
梏
、
開
門
闔
、

通
障
塞
。
恩
及
草
木
、
則
樹
木
華
美
、
而
朱
草
生
。
恩
及
鱗
蟲
、
則
魚
大
爲
、
鱣

鯨
不
見
、
羣
龍
下
。
如
人
君
出
入
不
時
、
走
狗
試
馬
、
馳
騁
不
反
宮
室
、
好
淫
樂
、

飲
酒
沈
湎
、
縱
恣
、
不
顧
政
治
、
事
多
發
役
、
以
奪
民
時
、
作
謀
増
税
、
以
奪
民

財
、
民
病
疥
搔
・
温
體
、
足

痛
。
咎
及
於
木
、
則
茂
木
枯
槁
、
工
匠
之
輪
多
傷

敗
、
毒
水

羣
、
漉
陂
如
漁
、
咎
及
鱗
蟲
、
則
魚
不
爲
、
羣
龍
深
藏
、
鯨
出
見
」

（
二
一

）
『
淮
南
子
』
時
則
訓
「
仲
春
之
月
…
…
去
桎
梏
…
…
（
仲
春
の
月
…
…
桎
梏
を
去

り
…
…
）
」
「
東
方
之
極
…
…
其
令
曰
、
挺
羣
禁
、
開
閉
闔
、
通
窮
窒
、
達
障
塞
…

…
（
東
方
の
極
…
…
其
の
令
に
曰
く
、
羣
禁
を
挺
め
、
閉
闔
を
開
け
、
窮
窒
を
通

し
、
障
塞
に
達
し
…
…
）
」
『
春
秋
繁
露
』
治
水
五
行
篇
「
木
用
事
、
則
行
柔
惠
、

挺
群
禁
。
至
於
立
春
、
出
輕
擊
、
去
稽
留
、
除
桎
梏
、
開
門
闔
、
存
幼
孤
、
矜
寡

獨
、
無
伐
木
（
木
に
事
を
用
ふ
る
に
、
則
ち
柔
惠
を
行
ひ
、
群
禁
を
挺
む
。
立
春

に
至
り
て
、
輕
擊
を
出
だ
し
、
稽
留
を
去
り
、
桎
梏
を
除
き
、
門
闔
を
開
け
、
幼

孤
を
存
し
、
寡
獨
を
矜
れ
み
、
木
を
伐
る
こ
と
無
し
）
」

（
二
二

）『
漢
書
』
五
行
志
「
説
曰
、
木
、
東
方
也
。
於
易
、
地
上
之
木
爲
觀
。
其
於
王
事
、

威
儀
容
貌
亦
可
觀
者
也
…
…
若
乃
田
獵
馳
騁
不
反
宮
室
、
飲
食
沈
湎
不
顧
法
度
、

妄
興
繇
役
以
奪
民
時
、
作
爲
姦
詐
以
傷
民
財
、
則
木
失
其
性
矣
。
蓋
工
匠
之
爲
輪

矢
者
多
傷
敗
、
及
木
爲
變
怪
、
是
爲
木
不
曲
直
（
説
に
曰
く
、
木
、
東
方
な
り
。

易
に
於
て
、
地
上
の
木
を
觀
と
爲
す
。
其
の
王
事
に
於
け
る
や
、
威
儀
容
貌
の
亦

た
觀
る
可
き
者
な
り
…
…
若
し
乃
ち
田
獵
馳
騁
し
て
宮
室
に
反
ら
ず
、
飲
食
沈
湎

し
て
法
度
を
顧
み
ず
、
妄
り
に
繇
役
を
興
し
て
以
て
民
の
時
を
奪
ひ
、
姦
詐
を
作

爲
し
て
以
て
民
の
財
を
傷
つ
く
れ
ば
、
則
ち
木
、
其
の
性
を
失
ふ
。
蓋
し
工
匠
の

輪
矢
を
爲
る
者
の
多
く
傷
敗
し
、
木
の
變
怪
を
爲
せ
ば
、
是
れ
を
木
の
曲
直
せ
ざ

る
と
爲
す
）
」
一
方
、
五
行
伝
の
文
は
、
「
田
獵
不
宿
、
飲
食
不
享
、
出
入
不
節
、

奪
民
農
時
、
及
有
姦
謀
、
則
木
不
曲
直
（
田
獵
し
て
宿
せ
ず
、
飲
食
す
る
に
享
せ

ず
、
出
入
節
せ
ず
、
民
の
農
時
を
奪
ひ
、
姦
謀
有
れ
ば
、
則
ち
木
、
曲
直
せ
ず
）
」

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
『
繁
露
』
の
「
出
入
不
時
」
部
分
は
五
行
伝
の
「
出
入
不
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節
」
に
近
い
。
故
に
、
よ
り
正
確
に
は
、
洪
範
五
行
伝
と
「
説
曰
」
の
内
容
を
両

方
と
も
踏
ま
え
た
も
の
、
と
謂
う
べ
き
か
。

（
二
三

）
漢
志
の
引
く
「
説
曰
」
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
漢
書
』
五
行
志
と
劉
向

『
洪
範
五
行
伝
論
』
」
（
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に

て
詳
論
。

（
二
四

）
『
春
秋
繁
露
』
、
特
に
五
行
に
関
す
る
諸
篇
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に

定
論
と
謂
う
べ
き
も
の
が
無
い
。
歴
代
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
相
原
健
右
「
『
春
秋

繁
露
』
偽
書
説
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
後
漢
経
学
研
究
会
論
集
』
第
二
号
、
二
〇

〇
五
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
こ
の
五
行
順
逆
篇
と
洪
範
五
行
傳
と
を
比
較
し
た
も

の
と
し
て
は
、
陳
侃
理
「
『
洪
範
五
行
傳
』
與
『
洪
範
』
災
異
論
」
（
『
國
學
研
究
』

第
二
十
六
卷
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
が
あ
る
。
陳
氏
は
両
者
の
先
後
関
係
に
つ

い
て
の
判
断
を
保
留
し
つ
つ
も
、
五
行
順
逆
篇
よ
り
も
五
行
傳
の
方
が
整
っ
た
文

体
で
内
容
が
多
い
こ
と
を
挙
げ
、
後
者
が
「
侵
邊
境
（
邊
境
を
侵
す
）
」
で
あ
る
箇

所
が
前
者
で
は
「
侵
陵
諸
侯
、
貪
城
邑
之
賂
（
諸
侯
を
侵
陵
し
、
城
邑
の
賂
を
貪

る
）
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の
方
が
漢
代
以
前
の
様
相
を
留
め
て
お
り
、

後
者
は
そ
れ
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
も
の
を
承
け
て
い
る
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、

以
下
の
点
は
、
む
し
ろ
五
行
順
逆
篇
の
成
立
が
洪
範
五
行
伝
よ
り
後
れ
、
更
に
は

劉
歆
よ
り
も
以
後
に
下
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・
五
行
順
逆
篇
は
、
洪
範
五
行
伝
及
び
漢
志
の
引
く
「
説
曰
」
と
共
通
の
内
容
・

字
句
を
持
つ
部
分
と
、
『
淮
南
子
』
等
に
見
ら
れ
る
時
令
説
と
共
通
の
内
容
・
字
句

を
持
つ
部
分
を
含
む
。
仮
に
五
行
順
逆
篇
が
洪
範
五
行
伝
や
「
説
曰
」
に
先
立
ち
、

後
二
者
が
前
者
の
記
述
を
利
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
混
在
す
る
時
令
的
文

言
を
も
引
い
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
。

・
五
行
順
逆
篇
は
、
洪
範
五
行
伝
と
時
令
の
融
合
と
い
う
点
に
於
い
て
、
劉
歆
伝

の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
更
に
程
度
を
甚
だ
し
く
さ
せ
て
い
る
。

・
漢
志
は
、
劉
歆
伝
の
内
容
を
「
独
り
異
な
る
」
と
言
う
（
注
（
四
）
参
照
）
。
五

行
順
逆
篇
が
「
咎
」
と
し
て
挙
げ
る
「
鱗
蟲
」
「
介
蟲
」
等
は
、
劉
歆
伝
に
よ
る
孽

の
配
当
と
一
致
す
る
。
仮
に
五
行
順
逆
篇
が
劉
歆
伝
に
先
立
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、

漢
志
は
そ
れ
に
触
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
し
、
劉
歆
伝
の
み
が
異
な
る
と
い
う
言

い
方
は
あ
り
得
な
い
。
少
な
く
と
も
、
班
固
は
五
行
順
逆
篇
を
目
に
し
て
い
な
い
。

（
二
五

）
「
王
者
與
臣
無
禮
、
貌
不
肅
敬
、
則
木
不
曲
直
、
而
夏
多
暴
風
。
風
者
、
木
之
氣

也
、
其
音
角
也
、
故
應
之
以
暴
風
。
王
者
言
不
從
、
則
金
不
從
革
…
…
王
者
視
不

明
、
則
火
不
炎
上
…
…
王
者
聽
不
聰
、
則
水
不
潤
下
…
…
王
者
心
不
能
容
、
則
稼

穡
不
成
…
…
（
王
者
と
臣
、
無
禮
に
し
て
、
貌
、
肅
敬
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
木
、

曲
直
せ
ず
、
而
し
て
夏
に
暴
風
多
し
。
風
は
、
木
の
氣
な
り
、
其
の
音
角
な
り
、

故
に
之
に
應
ず
る
に
暴
風
を
以
て
す
。
王
者
、
言
、
從
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
金
、

從
革
せ
ず
…
…
王
者
、
視
、
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
火
、
炎
上
せ
ず
…
…
王
者
、

聽
、
聰
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
水
、
潤
下
せ
ず
…
…
王
者
、
心
、
容
な
る
能
は
ざ
れ

ば
、
則
ち
稼
穡
成
ら
ず
…
…
）
」

（
二
六

）
「
五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰
聽
、
五
曰
思
。
何
謂
也
。
夫
五
事

者
、
人
之
所
受
命
於
天
也
、
而
王
者
所
修
而
治
民
也
…
…
王
者
、
貌
曰
恭
、
恭
者

敬
也
。
言
曰
從
、
從
者
可
從
。
視
曰
明
、
明
者
知
賢
不
肖
、
分
明
黑
白
也
。
聽
曰

聰
、
聰
者
能
聞
事
而
審
其
意
也
。
思
曰
容
、
容
者
言
無
不
容
。
恭
作
肅
、
從
作
乂
、

明
作
哲
、
聰
作
謀
、
容
作
聖
。
何
謂
也
。
恭
作
肅
、
言
王
者
誠
能
内
有
恭
敬
之
姿
、

而
天
下
莫
不
肅
矣
…
…
（
五
事
。
一
に
曰
く
貌
、
二
に
曰
く
言
、
三
に
曰
く
視
、

四
に
曰
く
聽
、
五
に
曰
く
思
。
何
の
謂
ぞ
や
。
夫
れ
五
事
と
は
、
人
の
命
を
天
に

受
く
所
に
し
て
、
王
者
の
修
め
て
民
を
治
む
る
所
な
り
…
…
王
者
、
貌
は
恭
と
曰

ひ
、
恭
と
は
敬
な
り
。
言
は
從
と
曰
ひ
、
從
と
は
從
ふ
可
き
な
り
。
視
は
明
と
曰

ひ
、
明
と
は
賢
不
肖
を
知
り
、
黑
白
を
分
明
す
る
な
り
。
聽
は
聰
と
曰
ひ
、
聰
と

は
能
く
事
を
聞
き
て
其
の
意
を
審
に
す
る
。
思
は
容
と
曰
ひ
、
容
と
は
容
れ
ざ
る

無
き
を
言
ふ
。
恭
は
肅
と
作
し
、
從
は
乂
と
作
し
、
明
は
哲
と
作
し
、
聰
は
謀
と

作
し
、
容
は
聖
と
作
す
。
何
の
謂
ぞ
や
。
恭
は
肅
と
作
す
と
は
、
王
者
に
誠
に
能

く
内
に
恭
敬
の
姿
有
れ
ば
、
天
下
に
肅
な
ら
ざ
る
莫
き
を
言
ふ
…
…
）
」

（
二
七

）
「
王
者
能
敬
則
肅
、
肅
則
春
氣
得
、
故
肅
者
主
春
。
春
陽
氣
微
、
萬
物
柔
易
、
移
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弱
可
化
。
於
時
陰
氣
爲
賊
、
故
王
者
欽
、
欽
不
以
議
陰
事
、
然
後
萬
物
遂
生
、
而

木
可
曲
直
也
。
春
行
秋
政
、
則
草
木
凋
。
行
冬
政
、
則
雪
。
行
夏
政
、
則
殺
。
春

失
政
、
則
（
原
闕
）
」

（
二
八

）
「
王
者
能
治
則
義
立
、
義
立
則
秋
氣
得
、
故
乂
者
主
秋
。
秋
氣
始
殺
、
王
者
行
小

刑
罰
、
民
不
犯
、
則
禮
義
成
。
於
時
陽
氣
爲
賊
。
故
王
者
輔
以
官
牧
之
事
、
然
後

萬
物
成
熟
、
秋
草
木
不
榮
華
、
金
從
革
也
。
秋
行
春
政
、
則
華
。
行
夏
政
、
則
喬
。

行
冬
政
、
則
落
。
秋
失
政
、
則
春
大
風
不
解
、
雷
不
發
聲
」

（
二
九

）
具
体
的
な
中
身
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
も
、
あ
る
季
節

に
他
の
季
節
の
時
令
を
用
い
た
際
に
生
じ
る
禍
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

洪
範
五
行
伝
は
季
節
を
問
題
と
せ
ず
、
為
政
者
が
常
に
五
行
・
五
事
・
皇
極
全
て

を
良
い
状
態
で
保
つ
こ
と
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
は
趣
旨
を
異
に
す
る
。

（
三
〇

）「
水
、
北
方
冬
、
藏
萬
物
、
氣
至
陰
也
。
宗
廟
祭
祀
之
象
。
死
者
精
神
放
越
不
反
、

故
爲
之
廟
以
收
其
散
、
爲
之
貌
以
收
其
魂
神
、
而
孝
子
得
盡
禮
焉
。
敬
之
至
、
則

神
歆
之
、
此
則
至
陰
之
氣
從
、
則
水
氣
從
溝
瀆
隨
而
流
去
、
不
爲
民
害
矣
。
人
君

不
禱
祀
、
簡
宗
廟
、
廢
祭
祀
、
逆
天
時
、
則
霧
水
暴
出
、
川
水
逆
溢
、
壞
邑
軼
郷
、

沈
溺
民
人
、
故
曰
水
不
潤
下
」
「
死
者
精
神
放
越
…
…
孝
子
得
盡
禮
焉
」
は
、
景
印

江
安
傅
氏
双
鑑
楼
蔵
宋
蜀
大
字
本
（
『
百
衲
本
二
十
四
史
』
収
録
）
・
景
印
南
宋
紹

興
間
江
南
重
刊
北
宋
監
本
（
『
仁
寿
本
二
十
五
史
』
収
録
）
は
「
死
者
精
神
放
越
不

反
者
、
故
爲
之
廟
以
收
散
、
爲
之
貌
以
收
其
魂
神
、
而
孝
子
得
盡
禮
焉
」
に
作
る
。

中
華
書
局
標
点
本
（
一
九
七
二
年
一
月
）
は
毛
氏
汲
古
閣
本
・
武
英
殿
本
に
拠
っ

て
「
者
」
字
を
削
り
、
「
其
」
字
を
補
う
。
こ
れ
に
従
う
。
な
お
、
元
禄
十
六
年
至

宝
永
二
年
松
会
堂
覆
萬
暦
中
南
監
刊
本
（
荻
生
茂
卿
句
読
『
南
斉
書
』
汲
古
書
院
、

一
九
七
〇
年
七
月
）
・
金
陵
局
本
（
金
陵
書
局
同
治
刊
本
）
は
「
死
者
精
神
放
越
不

反
、
聖
人
爲
之
宗
廟
、
以
收
其
魂
氣
、
春
秋
祭
祀
、
而
孝
子
得
盡
禮
焉
」
に
作
り
、

漢
志
の
文
言
に
更
に
近
い
。

（
三
一

）
前
掲
（
一
九

）
参
照
。

（
三
二

）
『
漢
書
』
五
行
志
「
説
曰
、
水
、
北
方
、
終
臧
萬
物
者
也
。
其
於
人
道
、
命
終
而

形
臧
、
精
神
放
越
、
聖
人
爲
之
宗
廟
、
以
收
魂
氣
、
春
秋
祭
祀
、
以
終
孝
道
…
…

霧
水
暴
出
、
百
川
逆
溢
、
壞
郷
邑
、
溺
人
民
、
及
淫
雨
傷
稼
穡
、
是
爲
水
不
潤
下

（
説
に
曰
く
、
水
、
北
方
、
終
り
に
萬
物
を
臧
す
る
者
な
り
。
其
の
人
道
に
於
け

る
や
、
命
終
り
て
形
臧
さ
れ
、
精
神
放
越
す
れ
ば
、
聖
人
、
之
に
宗
廟
を
爲
り
、

以
て
魂
氣
を
收
め
、
春
秋
に
祭
祀
し
て
、
以
て
孝
道
を
終
ふ
…
…
霧
水
暴
出
し
、

百
川
逆
溢
し
、
郷
邑
を
壞
し
、
人
民
を
溺
ら
せ
、
淫
雨
、
稼
穡
を
傷
つ
く
れ
ば
、

是
れ
を
水
、
潤
下
せ
ず
と
爲
す
）
」

（
三
三

）
「
東
方
、
易
經
地
上
之
木
爲
觀
。
故
木
於
人
、
威
儀
容
貌
也
。
木
者
春
、
生
氣
之

始
、
農
之
本
也
。
無
奪
農
時
、
使
民
歲
不
過
三
日
、
行
什
一
之
税
、
無
貪
欲
之
謀
、

則
木
氣
從
。
如
人
君
失
威
儀
、
逆
木
行
、
田
獵
馳
騁
、
不
反
宮
室
、
飲
食
沈
湎
、

不
顧
禮
制
、
出
入
無
度
、
多
發
繇
役
、
以
奪
民
時
、
作
爲
姦
詐
、
以
奪
民
財
、
則

木
失
其
性
矣
。
蓋
以
工
匠
之
爲
輪
矢
者
多
傷
敗
、
故
曰
木
不
曲
直
」

（
三
四

）
前
掲
（
二
二

）
参
照
。

（
三
五

）
小
林
信
明
『
中
國
上
代
陰
陽
五
行
思
想
の
研
究
』
講
談
社
、
一
九
五
一
年
十
一

月
、
七
五
頁
～
七
七
頁
。

（
三
六

）
島
邦
男
『
五
行
思
想
と
禮
記
月
令
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
一
年
三
月
、

一
〇
〇
頁
。

（
三
七

）
五
祀
篇
「
六
月
祭
中
霤
。
中
霤
者
像
土
在
中
央
也
、
六
月
亦
土
王
也
」

（
三
八

）
『
礼
記
』
月
令
篇
鄭
注
所
引
。

（
三
九

）
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
劉
注
所
引
。
そ
の
他
、
銀
雀
山
漢
簡
「
迎
四
時
」
に
も
、
五

音
の
配
当
は
異
な
る
が
、
同
様
の
文
が
見
え
る
。

（
四
〇

）
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
伝
疏
証
』
が
詳
細
に
指
摘
し
て
い
る
他
、
陳
侃
理
氏
が
「
東

方
之
極
」
部
分
に
つ
い
て
簡
明
な
対
照
表
を
作
っ
て
い
る
（
陳
氏
前
掲
論
文
「
『
洪

範
五
行
傳
』
與
『
洪
範
』
災
異
論
」
）
。

（
四
一

）「
中
央
之
極
、
自
崑
崙
、
中
至
大
室
之
野
、
帝
黄
帝
・
神
后
土
司
之
。
土
王
之
日
、

禱
用
牲
、
迎
中
氣
于
中
室
、
樂
用
黄
鐘
之
宮
。
爲
民
祈
福
、
命
世
婦
、
治
服
章
、

令
民
□
虐
。
其
禁
、
治
宮
室
、
餙
臺
榭
、
内
淫
亂
、
犯
親
戚
、
侮
父
兄
。
」
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（
四
二

）
時
則
訓
「
季
夏
之
月
…
…
爲
民
祈
福
…
…
命
婦
官
染
采
、
黼
黻
文
章
、
青
黄
白

黑
、
莫
不
質
良
…
…
（
季
夏
の
月
…
…
民
の
爲
に
祈
福
し
…
…
婦
官
に
命
じ
て
采

を
染
め
、
黼
黻
・
文
章
・
青
黄
・
白
黑
を
質
良
な
ら
ざ
る
莫
か
ら
し
め
…
…
）
」「
中

央
之
極
、
自
昆
侖
東

兩
恆
山
…
…
黄
帝
・
后
土
之
所
司
者
、
萬
二
千
里
…
…
（
中

絕

央
の
極
、
昆
侖
よ
り
東
の
か
た
兩
恆
山
を

し
…
…
黄
帝
・
后
土
の
司
る
所
の
者
、

絕

萬
二
千
里
…
…
）
」
洪
範
五
行
伝
「
治
宮
室
、
飾
臺
榭
、
内
淫
亂
、
犯
親
戚
、
侮
父

兄
、
則
稼
穡
不
成
（
宮
室
を
治
め
、
臺
榭
を
飾
り
、
淫
亂
を
内
れ
、
親
戚
を
犯
し
、

父
兄
を
侮
れ
ば
、
則
ち
稼
穡
成
ら
ず
）
」

（
四
三

）
陳
氏
前
掲
論
文
「
這
一
部
分
的
作
者
，
將
《
淮
南
子
・
時
則
》
中
十
二
月
令
和

五
位
元
的
部
分
整
合
起
來
加
以
縮
編
，
把
東
西
南
北
四
位
之
令
各
自
一
分
爲
三
，

拆
入
對
應
的
三
個
月
，
而
《
時
則
》
“
中
央
”
之
令
由
於
無
處
安
放
只
好
割
愛
」

（
四
四

）「
季
夏
之
月
、
御
明
堂
右
个
、
牲
先
心
、
設
主
于
中
霤
、
索
祀
于
坤
隅
、
思
必
睿
、

厥
休
時
風
。
朔
令
曰
、
起
毁
宗
、
立
無
後
、
封
廢
國
、
立
賢
輔
、
餌
喪
疾
」

（
四
五

）『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
・
『
礼
記
』
月
令
篇
は
、『
淮
南
子
』
時
則
訓
と
は
異
な
り
、

季
夏
を
南
方
火
に
属
さ
せ
、
中
央
土
と
明
確
に
分
離
す
る
。
「
季
夏
之
月
」
に
つ
い

て
「
天
子
居
明
堂
右
个
（
天
子
、
明
堂
右
个
に
居
る
）
」
と
述
べ
、「
孟
夏
」「
仲
夏
」

と
同
様
に
「
明
堂
」
に
居
る
も
の
と
し
、「
中
央
土
」
で
「
太
廟
太
室
（
大
廟
大
室
）
」

に
居
る
の
と
は
分
け
ら
れ
る
。「
五
行
傳
月
令
」
が
「
季
夏
之
月
」
に
「
明
堂
右
个
」

を
割
り
当
て
た
の
は
、
こ
れ
と
共
通
す
る
。

（
四
六

）
時
則
訓
「
南
方
之
極
…
…
其
令
曰
…
…
起
毀
宗
、
立
無
後
、
封
建
侯
、
立
賢
輔

（
南
方
の
極
…
…
其
の
令
に
曰
く
…
…
毀
宗
を
起
こ
し
、
無
後
を
立
て
、
建
侯
を

封
じ
、
賢
輔
を
立
て
よ
）
」

（
四
七

）
「
季
夏
之
月
…
…
其
祀
中
霤
、
祭
先
心
…
…
（
季
夏
の
月
…
…
其
の
祀
、
中
霤
、

祭
は
心
を
先
に
す
…
…
）
」
南
方
火
に
当
た
る
「
孟
夏
之
月
」
は
こ
れ
と
異
な
り
、

「
其
祀
竈
、
祭
先
肺
（
其
の
祀
、
竈
、
祭
は
肺
を
先
に
す
）
」
と
し
て
い
る
。

（
四
八

）
前
掲
（
四
一

）
、
及
び
前
掲
（
四
二

）
を
参
照
。

（
四
九

）
『
後
漢
書
』
光
武
十
王
列
伝
東
平
憲
王
蒼
伝
「
臣
聞
時
令
、
盛
春
農
事
、
不
聚
衆

興
功
。
傳
曰
、
田
獵
不
宿
、
食
飲
不
享
、
出
入
不
節
、
則
木
不
曲
直
。
此
失
春
令

者
也
。
」

（
五
〇

）
洪
範
五
行
伝
「
田
獵
不
宿
、
飲
食
不
享
、
出
入
不
節
、
奪
民
農
時
、
及
有
姦
謀
、

則
木
不
曲
直
（
田
獵
し
て
宿
せ
ず
、
飲
食
す
る
に
享
せ
ず
、
出
入
節
せ
ず
、
民
の

農
時
を
奪
ひ
、
姦
謀
有
れ
ば
、
則
ち
木
、
曲
直
せ
ず
）
」


